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本遺跡の調査は，上野幌団地造成に伴う行政調査として，～・廿乍年昭和48年

10月3日から同月23日及び同49年 6月15日から 7月20日までに行われました。

ここは昭和47年行われた遺跡分布調査において，すでに遺跡として確認され

た場所ですので，造成工事に先だって当然調査を行わなければならない所で

あります。

分布調査における基礎的資料では，団地造成予定地の中に，包合地が2地

点約5,000m2に亘って遺物の散在が認められておりましたので，かなり広範

囲に亘って調査を行う予定で計画されました。しかし結果的には，本地帯は

いわゆる野幌丘陵の特色といわれる腐植上が不良なところでありまして，遺

物包含層の残存がきわめてすくないことがわかり，発掘面積は48年度約950

m八49年度2,550面の合計3,500m門こ縮少されたのであります。

したがって本遺跡は，遺物包含地として広範囲の面積を占めているにもか

かわらず，遺構並びに遺物は，その数が非常にすくなく，殊に遺構は時期不

明の小規模のピットが，数ケ所に認められたにすぎませんし，また遺物も少

数の縄文早期・中期・後期の土器ですが，その中でも縄文中期終末の土器と，

それに伴出した石器が主体をなしています。ただS239遺跡でみつかった 2

個のピットは，最近注目されて来た特殊遺構であり，今後この方面の研究の

貴重な資料となると思われます。

本遺跡の専任調査員として，調査及び報告書作製について，終始それに専

心した佐藤雄治氏並びに札幌市教育委員会文化財調査員上野秀一氏が，本調

査の結果についてまとめましたので，ここに公表いたす次第です。

昭和50年6月30日

北海道大学文学部教授

札幌市文化財保護委員
大場利夫
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1 本書は，札幌市白石区厚別町上野幌の東急上野幌団

地造成現場内に所在する S238遺跡及びS239遺跡の

発掘調査報告書である。

2 S238遺跡は，昭和48年10月3日から10月23日にか

けて，北海道大学教授・札幌市文化財専門委員大場利

夫が担当し，佐藤雄治が現場の仕事を遂行した。

3 S 239遺跡は，昭和49年 6月15日から 7月2OHにか

けて，札幌市教育委員会加藤邦雄，羽賀憲二の協力を

得て上野秀ーが担当した。

4 本書の執筆は， Iを佐藤と上野が， II s 238遺跡を
佐藤雄治が， ill S 239遺跡を上野秀ーと託橋和樹が担

当した。

5 発掘調査，整理において，下記の人々より協力と助

を賜った。

藤本英夫，石附喜三男，野村 崇

6 発掘調査には，下記の人々が従事した。

S 238遺跡……内山真澄，長谷川克浩，中津欣也，山

形大学佐藤輝貴，中山芳昭，阿部明彦，北海道大学，

北海学園大学

S 239遺跡……品橋和樹，内山真澄，笠井衛二，長谷

川克浩，藤井則明，山下芳教，伊藤加代子，市瀬知 J,

和田ひとみ，横地桂子，北海道大学学生

7 挿図浄書は，小尾栄子，佐々木裕美子，市瀬知,'

和田ひとみ，藤井則明らが担当した。

8 S 238遺跡の石質の肉眼鑑定は，君波和雄，赤松守

雄の両氏にお願いした。

9 両年度の発掘調査中，下記の機関より，たゆまざる

ご理解とご協力を賜った。

（株）じょうてつ，東急建設，東急不動産，東急電鉄，

東急観光の東急企業体
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①挿図のピット実測図縮尺20分の 1,30分

の1。

②挿図の土器拓影図縮尺3分の 1(S 238 

遺跡）， 2分の 1(S 239遺跡），石器実測図

縮尺2分の 1。

R写真は，土器縮尺3分の 1'石器縮尺2

分の 1(S 238遺跡）及び 1分の 1(S239 

遺跡）， 3分の 1（図版13B右下）。
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第 1図 遺跡附近地形図 0印 S 2 38遺跡 〇印 S 2 3 9遺跡

この地図は，建設省国土地理院長の承認を得て，同院発行の 2.5万分の1地形図を複製したものである。

（承認番号）昭50道複，第 63号

- 3 -



ー は じ め に

第1章遺跡の位買と環境（第 1~ 3図，図版 1A, 9 A, B) 

S 238遺跡及び S239遺跡は，各々札幌市臼石区厚別町上野幌816番地及び1004番地 l

外に所在する。札幌市の中心部より東方約llk罵，広島町との行政界附近に位置している。

附近の地形は，所謂野幌丘陵の一部で， S 238遺跡は北東より流入する比較的大きな谷

によって開析された標高46m前後の東南向き台地上に存在する（第 2図，図版 1A)。

S 239遺跡は， S 238遺跡の北西240mにあり，やはり北東から開析された谷の北西台地

上に立地する。標高は， 36 ~ 40 mである（第 3図，図版 9A)。

札幌市埋蔵文化財台娠（札幌市教育委員会1974)によると，本遺跡附近には， S240, 

S241, S251~259などの諸遺跡が存在し，これらは概むね縄文時代中期，縄文時代晩期

～続縄文時代にかけての遺跡である。 （佐藤 雄治・上野 秀一）

＂ 
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第2章 発掘調査の方法と層序

第 1節調蒼方法（第 4, 5図，図版9B) 

発掘区は， S 238遺跡は台地の西側より第皿区，第 I区，第Il区の 3大グリットを

した。第 l区は， 20mX30mの 600吋，第Il区は， 30 m X 30 mの900面，第皿区は，20

m X 24mの480,rtである。発掘面積は，第I区が344面，第Il区が456面，第皿区が 152

面の計952,rtである。 S239遺跡の万は， 1omx1omの大グリットを基本とし，これを

に2mX2mの小グリットに分割した。発掘対象面積は．大約2550面で遺構・遺物の

状態を鑑みて，結局総発掘調査面積は，約868,rtである。なおグリットの北東部にトレン

チを 6本入れている。小グリットの名称は各々第 4図，第 5図に示した通りである（図版

9A, B)。

S 238遺跡の発掘地点一帯は，雑草や熊領が密生し， その上，所々に切り株が残存して

いたため，発掘区の一部にプルドーザを動入した。 （佐藤 雄治・上野 秀一）

- 9 
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第 2節 層 序（ 6, 7図， 図版IOB)  

両遺跡附近の台地の地質は，標高 30~ 3 Imを境にして， 上部の支笏火山噴出物とド部

の野幌府と称される洪積世堆積物とで構成されている。 これらのドは， 新第三紀堆積岩が

基盤になっているものと考えられる。上部の支笏火山噴出物は， 九州地方のシラスに相当

する火山灰で約 3万年前に支笏カルデラから大量に流出した軽石流堆積物と称されるもの

で， 流出時の より熔結作用を受けている。 又，洵汰が く大小の粒 •fが混合してい

ー

言
＿
＿
そ
＿
ー
＿
―
-
テ
ー
[
-
三
―
_
]
。
。
。

る。 ト部の野幌眉は， 比較的堅い粘性土をtとし， 砂や礫を互層状に挟

むが， これらの連続性は り良くない。 又， 谷底には， 合地の開析後に

新らしく堆積した沖積

ト1973)。

＜堆積している（北海道土質コンサルタン

S 238遺跡の発掘地点の閉序は， 6図に柱状にして図示した。即ち，

l 

cmである。

で， 暗褐色或いは暗貨褐色を屯する。 さ約11~ 1 5 

lI l層：黄樹色粘土屑で，

さ約50cm前後。

木炭片が散発的に混在する地山である。呼

第 1[ ：淡赤褐色火山灰 で， 虹径 5H位の軽石が点仕

50 cm削後。

第w ：灰 火山灰屑で，

石の最大直径は20m位である。

直径 5m位の軽石や角礫が点在する。軽

さ約 3m以上。

0, 

~ ｀ ` 
‘〇,

遺跡附近一惜は，

が殆んど見られず，

腐柏土の が非常に悪く， 所によっ

る。厚さ約

は， 腐植土

III 
〇..

｀ `  ‘〇

0.  

゜
. 

0 ・. ．． 
．．． 

V 
VV  
集 •.V.·
．．． 

V V 

:.v. 
．． 

V V 

.v 

屑は，全く残っていない。

如く撹乱を

又整地及び耕作などにより，プライマリーな遺物包含

本来第1眉であるが，物包含層は，

けているために， 第Il層J::面からも出

位的に捉えることはできなかったが，

している。

上述の

した。遣物は，府

縄文時代中期末の単純資料を出土

S 239遣跡の方も， n
 

D
 
1 3区の南西睦を1.75 m掘ったので説明し

ておく（第 7図，

第 I層：黒色

第Il

第V

図版10B)。

W
 ；賠褐色粘質土層（漸移層）。

第lII層：褐色粘土層（地山）。

第IV層：灰褐色火山灰質粘土

：灰褐色火山灰質粘士謄と黄色火山灰質粘土層との互層。

第 6図 s 238遺跡土壌柱状図 (1/10)
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第¥iIM :白色粘土眉。

第VII屑：灰褐色火山灰質

粘土層。

第珊層：臼色粘士眉と苗

色粘土眉との互

屈。

第k肘：灰褐色（火山灰

質）粘士肘。

第X層：第珊屑と同じ。

第汎料：暗灰褐色火山灰

府（粒f粗い）。

本遣跡の方は，黒色

が谷側において流れ込んだ

状態で門＜堆積していたが，

山側にいくに従い，漸次薄

くなっている。追構及び遣

物がみつかったのは， 主に

黒色tの堆積か薄く，地lh

--上 土 立

vm 

x
 
XI o 

-----------.....----•--••螂••--＾...-...........·-•---···

37.400M-

£ 

＼ 

50cm 

第 7図 s 239遺跡Il-D-13区南西壁深掘セクション

近くまで耕作の入った山側ー一北東部側である。 （佐藤雄治・上野秀一）

--14 



S 238 遺跡





II 
S 2 3 8 遺 跡

第 1章遺構及び出土遺物

第 1節ピ ッ 卜

ピットは，第I区では全く検出されず，第Il区で23個，第III区で 4個の計27個検出され

た。これらのピットは，第 1号，第19号ビットを除いては，全く遣物の出土が認められず，

また第 1号，第19号ヒ°ットとて，遺物は，覆士最上面（攪乱屑 9)から土器片が各1点みつ

かったのみで，いずれもこれらのピットの掘り込まれた時期およびその性格については一

切明らかにすることはできなかった。

なお， ピットのプランの確認面は，すべて表土の賠褐色士層を除去した段階の第1I層黄

褐色粘土眉で，以下に示すピットの深さは遺構確認面からの深さである。

第1号ビット （第 8図，図版 1B) 

第Il区N5 • 0 5の両グリッドにわたって検出された。

ピットの埋没状態は，表士層と同様の陪褐色を屋する 1層のみである。大きさは，長径

91C1II，短径81cmで，深さは29C1IIである。平面形は，不幣円形を呈する。壁は，幾分硬く，

立ち上がりは南側ではほぽ垂直に近く，北側ではゆるやかな頼斜となる。断面形は，ポー

ル状を里し，底面は，幾分硬く平担である。

遣物は，綾絡文の見られる土器片 1点のみで，覆土の卜面より出士した。この士岱片は，

遺構確認面にプラウの痕跡が明瞭に認められるため，耕作の際に混入したものと考えられ

る。

第2号ピット （第 8図）

第n区M6グリッドで検出された。
ピットの埋没状態は，賠掲色を里する 1眉のみである。

大きさは，長径43C1ll, 短径42C1llで，深さは 10 C1llである，平面形は，不整円形を呈する。

は，やヽ硬く，立ち上がりは，東側ではやヽ急煩斜であるが，西側ではなだらかな頼斜

となる。断面形は，皿状を呈し，底面は，やヽ硬く平担である。

第3号ビット （第 8図）

第Il区N6グリッドで検出された。

ピットの埋没状態は，暗黄褐色を呈する 1眉のみである。

- ］7 -
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きさは，長径68C71, 短径55C71で，深さは llC71である。平面形は，卵形を呈し，長軸は，

北西ー南東である。墜は，軟らかく，立ち上がりは，割合なだらかな頻斜である。断面形

は，皿状を呈し，底面は，軟らかく丸味を帯びる。

第4号ビット （第 8図）

このピットは，第 3号ピットのすぐ南側の同ーグリッドで検出された。

ピットの埋没状態は， 1層のみで暗褐色を呈する。

大きさは，長径74C71, 短径67C71で，深さは14 C!IIである。平面形は，不整円形を呈する。

堅は，ゃ J 硬く，立ち•上がりは，東側では急領斜であるが，西側では割合なだらかである。

断面形は， Illl状を屋し，底面は，やヽ硬く平担である。

第5号ピット （第 9図，図版 2A) 

第1I区M6 • M 7の両グリッドにわたって検出された。

ヒ°ットの埋没状態は，以下の通りである。

I層：暗赤褐色士層。やヽ硬くしまっているか，多少吸湿性がある。

第l[層：黄褐色士層。

第1II層：賠塙色士層。第1I層と共に表士層と同色を里し，多少粘質性があり，やわらかい。

第1V層：黒褐色士層。多少粘性を含み，やわらかい。

v層：暗黄褐色粘質士層。漸移層で，全体的に賠い感じがする。
第V'層：暗黄褐色粘質士層。黄色味が強く，地山に近い硬さである。

第V”層：暗黄褐色粘質士屑。第V'屑より若千賠い感じがするが，第v層より黄色味が強く，
やわらかい。

第w屑：黄褐色粘士屑。地山である。
大きさは，長径推測135C71, 短径84C71で，深さは25C!IIである。更に，北西の一部に，長

径57 C71, 短径39C!II, 深さ 32C71の掘り込みがある。平面形は，不整楕円形を里し，長軸は，

北西ー南東である。壁は，非常に硬くしまっていて，立ち上がりは，急頻斜である。断面

形は，皿状を呈し，底面は，壁と同様に非常に硬く，平担に掘り込まれている。

なお，このヒ°ットは，第13• 14 • 21 • 22号ヒ°ットと重複するが，相互の新旧関係を促え

ることはできなかった。

第6号ピット （第 8図）

I区L5 • L 6の両グリッドにわたって検出された。

ビットの埋没状態は，黒褐色を屋する 1層のみである。

大きさは，長径84CII,短径67CIIで，深さはl2CIIである。平面形は，不整円形を里する。

- 19 



陸は，軟弱でしまりが悪く，立ち上がりは，ゆるやかな頻斜である。断面形は，皿状を里

し，底面は，墜と同様に軟弱でやヽ尖る。

第7号ピット （第 8図）

第Il区L6グリッドで検出された。

ピットの埋没状態は， 1屑のみで黒褐色を呈する。

大きさは，長径66C111,短径57C1II，深さは12C1IIである。平面形は，不整円形を里する。璧

は，極めて軟弱で，立ち上がりは，割合ゆるやかな領斜である。断面形は，皿状を里し，

底面は，極めて軟弱で丸味を帯びる。

第8号ピット

（第 8図）

第Il区L6 • L 7 

の両グリッドにわた

って検出された。

ピットの埋没状態

は，賠褐色を里する

1層のみである。大

きさは，長径55cm,

短径45cm,深さは11

C71である。平面形は，

不整円形を里する。

陸は，軟らかく，立

ち上がりは，割合な

だらかな頻斜をみせ

る。断面形は，皿状

を里し，底面は，睦

と同様に軟らかくや

尖ヽる。

第9号ピット

（第10図，図版2B) 

第 Il区K4 • K 5 

の両グリッドにわた

- 20 -
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って検出された。

ピットの埋没状態は，賠褐色を星する 1層のみである。大きさは，長径75C111,短径52CIII, 

深さは 7C1IIで，北側隅が，直径22C111,深さ 13C111と更に掘り込まれている。平面形は，不

楕円形を呈し，長軸は，ほぼ南ー北である。壁は，軟らかく，立ち上がりは，北側ではや

ヽ急頻斜であるが，南側ではゆるやかな頻斜となる。底面は，軟らかく，北側に向ってな

だらかな佑斜となり，小ピットは丸味を帯びる。

第10号ビット （第10図，図販 3A) 

第II区 I3グリッドで検出された。

ピットの埋没状態は，賠褐色を呈する 1層のみである。大きさは，長径68C111,短径55C111, 

深さは2OC111で，北側隅が，長径38C111,短径lOC111,深さ 11C1IIと更に掘り込まれている。平面

形は，不整円形を里する。堅は，軟弱でしまりが悪く，立ち上がりは，西側では急頼斜で

あるが，東側では割合なだらかな伯斜となる。断面形は，摺鉢状を里し，底面は，すこぶ

る軟弱で，北西に向って比軟的ゆるやかに領斜している。

第11号ピット （第10図，図版 3B) 

II区J2グリッドで検出された。

ピットの埋没状態は，陪褐色を里する 1層のみである。大きさは，長径67 C1II，短径58CIII,

深さは 12C111である。平面形は，卵形を呈し，長軸は，南ー北である。璧は軟らかく，立ち

上がりは，割合なだらかな伯斜である。断面形は，皿状を呈し，底面は，軟らかく平担で

ある。

第12号ピット （第10図，図服 4A) 

第 II区 I1グリッドで検出された。

ピットの埋没状態は， 1層のみで賠褐色を呈する。大きさは，長径48CIII,短径38Clll, 深

さは23 CIIIである。平面形は，不整円形である。睦は，すこぶる軟弱で，立ち上がりは，急

頻斜である。断面形は，摺鉢状を里し，底面は，極めて軟弱で，丸味を帯びて尖る。

第13号ピット （第 9図，図版 2A) 

II区M7グリッドで検出された。

ヒ°ットの埋没状態は，賠黄褐色を里する 1層のみである。大きさは，長径推測70Clll, 短

径62Clll,深さは26 Clllである。平面形は，現存部分より推測すると，不整円形を呈するもの

と考えられる。墜は，非常に軟弱で，立ち上がりは，東側では急煩斜をみせるが，西側で

は割合なだらかな伯斜となる。断面形は，ボール状を呈し，底面は，極めて軟弱で平担で

21 -
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ある。

このヒ°ットは，前述の第 5号ヒ°ットと軍複するが，その新旧関係を促えることはできな

かった。

第14号ピット （第9図，図版 2A) 

このヒ°ットは，第13号ヒ°ットのすぐ北側の同一グリッドで検出された。

ピットの埋没状態は，賠褐色を呈する 1層のみである。大きさは，長径推測107CIII,短径

56CIII，深さは2lCIIIである。平面形は，現存部分より推測すると，不整楕円形を呈するもの

と考えられ，長軸は，はぽ束ー西である。

は，軌らかく，立ち上がりは，割合急餡斜である。断面形は，ボール状を里し，底面

は，軟らかく平担である。

このヒ°ットも，第 5号ヒ°ットと重複するが，相互の新旧関係を促えることはできなかっ

た。

第15号ビット （第10図）

第1I区H4グリッドで検出された。

ヒ°ットの埋没状態は，賠黄褐色を里する 1層のみである。大きさは，長径55C111,短径52

C1II，深さは13 CIIIである。平面形は，不幣円形である。埋は，すこぶる軟弱で，立ち上がり

は，比較的なだらかな頻斜である。断面形は， Jill状を呈し，底面は，堅と同様に極めて軟

弱で，丸味を帯びる。

第16号ピット （第10図）

第1I区 I5グリットで検出された。

ヒ°ットの埋没状態は， 1層のみで賠黄褐色を呈する。大きさは，長径85C111,短径72C111, 

深さは12 C1IIである。平面形は，不整円形である。壁は，南側では硬くしまっているが，北

側は軟らかい。立ち上がりは，割合なだらかな領斜である。断面形は， IJil状を呈し，底面

は，硬くしまっていて平担である。

第17号ピット （第10図）

JI区A3 • A 4の両グリッドにわたって検出された。

ヒ°ットの埋没状態は，

I層：黒褐色士層。

第n層：暗黄掲色土層。漸移眉である。
きさは，長径55C1II，短径42CIII, 深さは 9C111である。平面形は，不整楕円形を呈し，長

- 23 



軸は，北束ー南西である。堅は，硬くしまっていて，立ち上がりは，なだらかな領斜であ

る。断面形は，皿状を呈し，底面は，軟く丸味を帯びる。

第18号ピット （第11図）

第n区 B4グリッドで検出された。
ピットの埋没状態は，暗黄褐色を里する 1層のみである。大きさは，長径71Cllf,短径44

CIII，深さは11C1/1である。平面形は，不幣楕円形で，長軸は，北東ー南西である。墜は，軟

らかく，立ち上がりは，なだらかな伯斜である。断面形は，皿状を呈し，底面は，軟らか

く丸味を帯びる。

第19号ビット （第11図，図版 4B) 

第 Il 区 B5•B6•C5 の 3 グリッドにわたって検出された。

ピットの埋没状態は，以下の通りである。

第 I屑：黒褐色士層。

第I層：赤褐色土岡。

第圃層：暗黄褐色土層。黒色土を若干混入する。

第皿層：賠黄褐色土屑。灰白色を屯する火山灰を む。

第w層：賠黄褐色土層。漸移層である。
第N'層：貨褐色粘土層。非常に粘質性に富み軟らかい。地山に近い。

大きさは，長径218CM, 短径91CM, 深さは76l'IIである。平面形は，不整長楕円形で，

軸は，ほぽ南ー北である。壁は，軟らかく，立ち上がりは，北側は急領斜であるが，南側

は割合なだらかな領斜をみせる。底面は，軟らかく，北側に向ってゆるやかな領斜となる。

遺物は，縄文のみられる土器片 1点のみで，第Il層に含まれていたが，耕作面に近いこ

とから混入したとも考えられる。従って， このピットの掘り込まれた時期を決定するには，

いささか条件不足で， ピットの性格についても同様である。

第20号ピット （第11図，図版 5A)  

第Il区N7 • N 8の両グリッドにわたって検出された。

ヒ万卜の埋没状態は，黒褐色を呈する 1層のみである。

大きさは，長径80cm,短径69cm, 深さは 17mである。平面形は，不整円形を呈する。

は，軟弱で，立ち上がりは，比較的なだらかに頻斜している。断面形は，皿状を里し，底

面は，軟弱で平担である。

このピットは，北側の一部を第13号焼土により被われていることから，この焼土が営ま

れる以前に掘り込まれたものであるが，出土遺物などが全く検出されないために，時期を

-24-
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決定することはできなかった。

第21号ピット （第 9図，図版 2A) 

第1I区M6グリッドで検出された。

ピットの埋没状態は，以下の通りである。

第 I屑：黒褐色士

第1I層：暗褐色士層。粘質性強い。

第皿層：暗貨褐色士屑。粘質性にとむ。

第圃＇層：暗黄褐色士屑。漸移層で軟らかくしまりが悪い。

大きさは，南北57C111,東西現存部52CIII,深さは18C111である。平面形は，現存部分より推

測すると，隅丸方形を呈するものと考えられる。長軸は，北東ー南西となる。埋は，南側

は硬くしまっているが，他の部分では幾分軟らかい。立ち上がりは，西側ではやヽ急頼斜

であるか，東側では割合なだらかな栢斜になるものと考えられ，底面は．硬くしまってい

て丸味を帯びる。

このピットは，前述の第13• 14号ヒ°ットと同様に，第5号ヒ°ットと

旧関係を促えることはできなかった。

第22号ピット （第 9図，図版 2A) 

このヒ°ットは，前述の第21号ビットと同ーグリッドで検出された。

ヒ°ットの埋没状態は，

第I層：暗褐色士屑。木炭粒を若干含む。

第II層：暗黄褐色士 漸移脳である。

するが，その新

大きさは，東西現存部52C111,南北41cm,深さは16 C1IIである。平面形は，現存部分より推

測すると，不整楕円形を呈するものと考えられ，長軸は，北東ー南西となる。壁は，や、

軟らかく，立ち上がりは，ゆるやかな伯斜である。断面形は， Ilil状を里し，底面は，理と

同様の状態で，丸昧を帯ぴるものと考えられる。

このビットも，第 5 号ヒ°ットと電複するが，前述の第13•14•21 号ヒ尺ットと同様に，新

旧関係，時期及び性格については，全く促えることはできなかった。

第23号ピット （第12図，図版 5B) 

第I区L7グリッドで検出された。

ビットの状態は，以下の通りである。

第I屑：暗黄褐色士層。全体的に黄色味が強い。

第n層：暗褐色士層。全体的に茶褐色味が強い。
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第皿層：暗褐色土層。全体的に黒色味が

強く，第11層に比して若干暗い

感じがする。

第1V層：賠黄褐色土層。漸移屑である。

第v層：黄褐色粘土層。地山である。
大きさは，長径107cm,短径58cm，深さ

は19cmである。平面形は，ハート形を屋す

る。睦は，中央部より東側では軟らかいが，

西側ではやヽ硬くしまっている。立ち上が

りは，東側は急頻斜であるが，西側では幾

分なだらかな頼斜となる。断面形は，東側

はポール状を，西側は皿状を里する。底面

は，東側は軟らかく西側は硬くしまってい

て，いずれも丸味を椿ぴる。

このヒ°ットは，層位からすると二連ピッ

トになろうが，その新旧関係，時期及び性

格については，促えることはできなかった。

第24号ピット （第12図）

第皿区H9 • I 9の両グリッドにわたっ

て検出された。

ピットの埋没状態は，

第 1層：黒色土層。黄褐色土がブロック

状に混在する。

第Il層：黄福色士層。軟らかくしまりが

悪い。

A
 

A
 

＼ 

B
 

46.300M旦

。
50om 

B_ 

大きさは，長径140cm, 短径121cm,深さ

は12cmである。平面形は，不整楕円形を呈 △一

し，長軸は，北東ー南西である。歴及び底

面は，共に凹凸にとみ軟らかく，木の根と

考えられる小さな穴が至る所にみられる。

ち上がりは，なだらかな頼斜をみせ，断

面形は，皿状を里する。

46..300MJ;L 

第12図 第23号•第24号ビット実測図

恐らく，このヒ°ットは切り株が掘り起こ
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された際にできたものであろう。

第25号ピット（第13図）

第llI区H8 • I 8の両グリッドにわた

って検出された。

ピットの埋没状態は，

第 1層：黒色上層。

I層：黄掲色土屑。黒色土が若干混

入する。

IlI層：黄褐色土層。軟らかい。

大きさは，長径137cm, 短径l12CIII，深

さは 15 CIIIである。平面形は，不整形であ

る。陸は，底面と共に凹凸がはげしくて

軟らかく，木の根の痕が随処にみられる。

立ち上がりは，なだらかな伯斜をみせ，

断面形は，皿状を呈する。

従ってこのヒ°ットも，前述の第24号ヒ°

ットと同様に，切り株が掘り起こされた

折にできたものであろう。

第26号ピット （第13図）

第IlI区 I1グリッドで検出された。

ピットの埋没状態は，

第 1層：黒褐色土圏。

第II眉：暗褐色土層。

第llI層：黄褐色土層。

大きさは，長径108CIII, 短径99CIII，深

さは16ばである。又，北側隅に，長径43

m，短径35C11f,深さ 13 C1ltの小ヒ゜ットが掘

り込まれている。平面形は，不整形であ

る。壁は，軟弱で，立ち上がりは，束側

ではなだらかな栢斜をみせるが，西側は

急伯斜となる。

断面形は，皿状を呈し，底面は軟弱で

A B 46.30oM= 

A
 
ょ

゜
50om 

A-
B 46.600M.!a!. 

第13図 第 25号•第26号ピット実測図
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幾分凹凸にとんでいる。

第27号ピット （第14図）

皿区 B3•B4•C3•

C 4の 4グリッドにわたって

検出された。

ピットの埋没状態は，暗黄

禍色を里する 1層のみである。

大きさは，長径323l'lll,

径269cm, 深さは15 C1IIである。

平面形は，不整楕円形を足し，

長軸は， 1えば束ー西である。

，軟らかく，立ち上がり

は，なだらかである。断面形

は，皿状を星し，底面は，軟

らかく凹凸にとむ。

（佐藤雄治）

第 2節焼

（第4,15図，図版5A,6, 7A) 

は，第 1区8ケ所，第

]I区 5ケ所の計］3ケ所で検出

されたが，第1II区では全く検

出されなかった。

大きさは，直径50~70C!IIが

最も多く，最小36X 27C!II, 

大で120X90C'IIIである。平面

形は，円形ないし楕円形を

する。深さは10~20C'III程であ

る。堆積状態は，おおむね赤

褐色を里する 1圏のみで，幾

吋

第14図 第27号ピット実測図

つかには若干の木炭片を混存する。

底面及び壁は，焼けて硬く，断面形は皿状を里している。

吋

この焼土には，石囲いとか埋甕などの特別の施設はなく，また遺構に伴うものでもない。
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周辺部も特に硬くはなく，人為的に踏み固められた形跡もない。

なお，第 9け焼士では，縄文のみられる士器片 1点が，上屑より検出されている。この

焼土が営なまれた時期は，本遺跡がサイペ沢w式頃の単一土器を出土することから，この
時期の所産の可能性もあろうが，明確ではない。 （佐藤 雄治）

パ、メロ／〉且＼
‘`---土—一

、ン’

A
 

B 
46.300M=-

第11号焼土

第9号焼士

，， 9 ^＊一、
f、入

いこ＞
ーイ^ ＼

‘<̀―上/ン，，，｝
＼ 

A 
第10号焼土

46.300M旦

一 。
5忘

第15図 第9号～第11号焼土実測図
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第2章発掘区出土遺物

本遺跡の第 I区～第皿区までの各グリッドより出土した遺物は，土器片．石器及び剥片

で，これらは前述の通り層位的には全く捉えることはできなかった。

第1節土 器（第16図．図版8A) 

出土土器のすべては破片で，復原可能な土器及び完形品は全く発見されなかった。ここ

では主として文様構成により，便宜的に分類し，以下に説明する。

第1類（第16図 1)

縄文を地文とし，口唇上に箆状工具による刻み目がある。口縁部破片である。

器形は，深鉢形であろう。胎土中には，微量の砂粒を含む。焼成は，概して良好で，色

調は，灰褐色を里する。器厚は， 1.0 cmである。

第2類（第16図 2~4, 11~15) 

この仲間は，地文に縄文を有し，口唇上あるいは頸部から胴部にかけて，半戟竹管工具

による連続刺突文が施文された例である。

2は，口縁部破片で，口縁部に縦走する 2列の連続刺突文があり，口唇上にも 1列の連

続刺突文がある。

3も，口縁部破片である。表面は磨滅の度合がはげしく，地文としての縄文はみられな

いが，本来は施文されていたものと考えられる。口唇上に 1列の連続刺突文がある。

11 ~13は，同一個体で， 11,12は口縁部破片である。口縁部を肥厚させ，地文の縄文を

施文後，口唇上に 2列，口縁に 4~5列の横走する連続刺突文を施文している。 13には，

内面にも縄文がある。

14, 15は，胴部破片で，横位に 4~5列の連続剌突文がある。

器形は．すぺて深鉢形であろう。胎土中には． 2には砂礫を， 3, 4, 15には砂粒を若千

混入する。

11~13には，微量の砂粒と繊維質のものを混入する。 14には，石英片も含めて多量の

砂粒を混入する。焼成は， 2は非常に良好で，他も概むね良好である。色調は， 2, 14, 

15は赤褐色， 3, 4は茶褐色， 11~ 13は灰褐色を里する。器厚は0.8~ 1. 3cm程である。

第3類（第16図 5)

縄文を地文とし，口縁部に垂下する貼付帯を有する。

口縁部に小突起を有し，この突起頂郭より幅約0.9 cmの貼付帯を垂下させ，貼付栴上及び

突起頂部に，細い竹管工具により連続刺突文が施文されている。

器形は，深鉢形であろう。胎上中には，石英片その他の砂粒を多量に混在する。焼成は，
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第16図 s 238遺跡発掘区出土土器拓影図

概して良好で，色調は，褐色を

第4類（第16図6)

地文に縄文を施文し，横位の沈線と口縁に垂下する貼付帯を有する例である。

る。器厚は1.2cmである。

口縁部破片と考えられるが，口唇部は欠損している。地文の縄文を施文後，口縁部に幅

約1.0C1Tlの貼付帯を垂下させ，貼付帯をはさんで横位に 4~5本の沈線を配する。貼付帯上

には，箆状工具による左煩する刻み目が施されている。

器形は，口縁部が幾分外反する深鉢形となろう。胎土中には，若干の砂礫を混入する。

焼成は，概むね良好で，表面に少量の炭化物の附着がみられる。色調は，黒褐色を里す

る。器厚は1.1虚である。

第5類（第16図7~ 10) 

地文として綾絡文を有する縄文を施文し，口唇部及び口縁部に横走する貼付帯がある。
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7は，口縁部破片で，地文の縄文を施文後，口唇部に横走する幅約1.3cmの貼付帯を配す

る。貼付椿上には，指頭による押圧がある。

8 ~10は，胴部破片で，地文に綾絡文のみられる縄文がある。 10は，現在は剥脱してい

るが，横走する貼付帯があったと思われる。

器形は，口緑部がわずかに外反する深鉢形となろう。胎土中には，砂礫を多量に混人し，

8の表面， 9の内面， 10の内面の一部には，少量の炭化物の附着がみられる。焼成は，概

して良好で，色凋は， 7, 8, 10が黒褐色， 9が黄褐色を里する。器厚は， l.1 ~ 1.4 Clllで

ある。

以上，本遺跡出土の士器について，便宜的に第 1類から第 5類までに分類し，その概要

を説明した。

これら各グリッド出土の土器は，同一時期の所産と考えられ，縄文時代中期のサイベ沢

M式ぐらいの時期に相当するものであろう。

サイベ沢w式土器が最初に注目されたのは，函館市サイベ沢遺跡（児玉・大場・武内
1958)第 1地点第 5層においてであった。その類例は，浜益郡浜益町浜益遺跡（大場・石

川 1961)川下地区，旭川市嵐山遺跡（嵐山遺跡調査会編 1968) B類， 恵庭市柏木川遺跡

（高橋編 1971) 1~6号堅穴住居址，札幌白石神社遣跡（加藤・上野・羽賀 1973)第皿

群•第W群などがあげられる。しかし，これら諸遣跡出土の土器相互間にも若干の差異が

認められる。

上記の遺跡の内，本遺跡出土の土器にその特徴が最も類似するものとして，柏木川遺跡

堅穴住居址出土の土器があげられる。 （佐藤 雄治）

第2節石 器（第17図，図版 8b) 

出土石器は，石鏃 1' 掻器 3, 削器 1, 磨製石斧 2の計 7点である。以下個別に説明す

る。

1 石鏃（第17図 1)

縦長の剥片を素材とし，細身，扁平で，先端及び基部は欠損していて不明であるが，有

茎で，逆剌の余り強くない対称形を里するものと考えられる。両面は，押圧剥離により入

な調整が施されている。

断面は，凸レンズ状を里する。黒耀石製。

2 掻器（第17図2~ 4) 

2は，部厚い縦長の剥片を素材とし，自然面を残す部分を除いて，ほぽ全周に調整剥離

（二次加工）が施されている。側縁の一部を欠担する。断面は，三角形を足し，黒耀石製。
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3は，幅広の剥片を素材とし，周辺及び主要剥離面の一部に，調整剥離が施されている。

断面は，台形を里する。黒耀石骰。いわゆる円形掻器 (round scraper)であろう。

4は， 自然面を残す部厚い剥片を素材とし，左側縁部及ぴ下部に調整剥離が施されてい

る。又，主要剥離面の一部には，剥離痕がみられる。断面は，三角形を呈する。黒耀石製。

2, 4は，いわゆる先刃式掻器 (end scraper)であろう。
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第17図 s 238遺跡発掘区出土石器実測図

3 削器（第17図 5)

扁平な剥片を素材とし，一部欠損するが，両側縁及び下部に細かな調整剥離が施されて

いる。断面は台形を る。黒耀石製。いわゆる削器 (side scraper)であろう。

4 磨製石斧 （第17図 6, 7) 

6は，扁平・幅広の板状石を素材とし，両側面から粗い打割を加えた後に，研磨が施され

ている。研磨は，刃部が主で，他は散発的である。両側面は，原石面を軽く研磨しただけ

である。研麿痕は，両面及び両側面は右下りが主で，刃部は左下り或いは短軸方向である。

基部は欠狽する。刃部は，幾分非対称の両刃である。刃部のエッジには，使用による刃こ

ぽれが顕著にみられる。緑色片岩製。

7は，厚手・幅広の板状石を素材とし，研磨は，全体的に入念に施されている。研磨痕

は，両面及び両側面は右下りで，刃部は短軸方向である。基部は欠損する。刃部は，幾分

非対称の両刃である。刃部のエッジには，使用による細かな刃こぽれがみられる。緑色片

岩製。
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以上，本遺跡出土の石器について，その概要を説明したが，他の遺跡と比較検討するだ

けの十分な資料を出土しているとは言い難い。

裔橋正勝は，縄文時代中期の石器群組成に関して， 「石器は，吉崎の言う，縄文文化の

基本的な組み合せを持っている（吉崎1965)」として，石鏃，石匙，キリ，スクレパ ， 

ナイフ，磨製石斧，石皿，手斧，砥石，敲石，石錘などをあげ， この内， 「円筒土器の特

徴的な石器としては， ナイフといわゆる北海酒式石冠，それに石皿，擦石など植物を加工

するための石器が，他の土器に比べ豊富なことである」（高橋1972a)と述べている。し

かし．本遺跡においては，ナイフ，北海道式石冠，それと豊富なはずの石皿，擦石など全

く出土しなかったのは如何なる理由によるものであろうか。

さらに，裔橋は，本遺跡に最も近似する柏木川遣跡の竪穴住居址出土のわ器ー一即ち，

鈷先，チョッパー，凹石，砥凸，磨彼石斧，矢柄研磨器，スクレパー，擦石，敲石ーーに

ついて，グリッド出土の北海道式石冠，竪穴任居址出土の石鈷を除けば，「このような

器のセットは，北筒式土器あるいは初期の余市式土器に伴うセットにより近いと思われる」

（高橋 1971) と述べている。 （佐藤 雄治）

第 1表 s 238遺跡出土石器一覧表

図版番号 出士地区 層位 名 称 全 長 最大幅 最大厚 重量 石質 描 考

1/11/1 霞霞 冨霊 g 
1 4 1 IIH 4 第 1屑 石 鏃 (3 5.5) 12.0 3,3 1.4 ob. 先端・基部欠損

2 IIH 6 ‘’ 掻 器 34.5 1 5.7 8.0 4.3 ’’ 一部欠損

3 IIH 10 ” I9 27.5 285 7.0 6.6 " 
,, 

4 m 表採 ” 3 0.0 24.0 7. 0 4.8 /9 

5 I C 1 3 第 1層 削 器 26.5 1 8.2 2.2 1.2 ,, 一部欠肌

6 1I C 6 " 磨製石斧 (77.0) 38.0 l l.O 57.5 gre. 基部欠損

7 IE 7 第2層 ” (77.0) 4 0.0 1 80 8 4.1 ” ” 
（略号） 〔石質〕 ob.(obsidian.l:黒耀石， gre.(green schist)：緑色片岩

〔計測俯〕（ ）で， ＜くった計測値は欠担していることを示す。
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第3章 総 括

前述の如く本遺跡は，団地造成に伴う発掘謁 あった。こヽ数年来，札幌市では，人

口の急激な増加に伴い，ペッドタウンとして周辺地域の開発が押し進められている。この

ような中にあって，本遺跡は，破壊をまぬがれ記録保存が行われた。しかし，何人にも知ら

れることなく破瑕された遺跡も数あることであろう。

本遺跡は，腐梢土の発達がかなり悪く，又耕作作業などにより，プライマリーな包含層が

残っていないために，遺構の検出を目梗とした。しかし，遺構としては，第 1[区に集中する

時期・性格共に不明の小規椋なヒ°ット群と，第 I.Il区で数ケ所，散乱状態で焼土が検出

されただけである。特に，第24号，第25号ヒ゜ットの例の如く，明らかに木の根の痕と思わ

れるピットもあり，また第 5, 13, 14, 21, 22号の 5連ヒ°ット，第10号，第19号，第

27号ヒ°ットなども，最近注目されてきている所謂「風倒木痕」である可能性が強いように

思われる。更に，規模の小さい皿状を里するヒ°ット群も，木の根の痕か，その他の原因に

よる自然の作用による落ち込みである可能性が強い。

しかし，我々が遺跡を調査していて，しばしばみつかる時期及び性格不明のヒ°ット群に

関しても，それが人間の手になる人工的な なのか，或いは自然作用の結果なのか，ま

たそれが出来たのはいつ頃かといった問題も，個人の独断で切り捨てる前に 1つ 1つ明ら

かにせねばならない。その意味で，今回の S238遺跡の報告においては，発見されたピッ

トを独断を混じえず，ありのまま事実として，すべて報告するという態度をとった。

この報告が，その意味で，今後の遺跡の に際して， 1つの教訓とビットの性格の究

明に何か役立てば幸である。

出土遺物は，土器及び石器のみで，は的にも少なかったが，士器は，縄文時代中期のサ

イベ沢M式頃に位骰する単ーな資料を出土した。その特徴は，報告書を見る限りでは，柏

木川遺跡竪穴住居址出士の土器に最も近似している。このサイベ沢W式上器を出土する遺

跡は，道南部及び道央部に分布するが，現在の所，数ケ所を数えるのみである。本遺跡発

見の資料が縄文中期の研究発展の一資料となるであろう。

吉崎は， 「河川の上流にあるせまい のうえから少量の円筒士器が発見されることが

ある。おそらくこうした小遺跡は，かれらのテリトリーのなかで狩小屋的存在であったと

してよいであろう」（吉崎1965)と述べているが，本遺跡もこのような例であろうか。

（佐藤雄治）
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第 1章遺構及び出土遺物

遺 跡

C一皿区， G-皿区より各 1個のヒ°ットが検出された。

第 1号ピット （第18図，第20図18, 図版11, 12A) 

壊口139X78C111,遺

構確認面からの深さ

9 lcm(})略々長方形の

ピットである。底面，

壁はしっかりしてお

り，立上りはかなり

急頼斜である。北側

半分の壁4~socmの

所には段がある。

は平担である。

層準は，第 I~ Ill 

は，黒色士層で，

第II囮には，若干の

火山灰を含んでいる。

第W層は，黒色士と

火山灰が混入した

褐色士層。第v層は，
火山灰層に若干の

色士が混入した暗灰

褐色士層。第VI層は，

灰褐色火山灰質士層。

第V1I層は，黒灰色

層で，黒色士を多く

んだ層で，底面に

ついて堆積している。

地山は，第珊層，明

灰褐色火山灰層，第
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第 18図 S 239遺跡第 1号ピット実測図

- 41 



k層，暗灰色火山灰層の二つに分けられた。また，墜には鉄分の沈着がみられた。

遺物は，第W層中より，胴部士器片が 1点みつかったのみである（第20図18)。節が大

含めのRLの縄文が施され，器厚l1111111で，色調灰褐色を里し，胎土には繊維を含んでいる

が焼成は極めてよい。以上の破片内の観察のみからであるが， トコロ第 6類に近似した様

相を里するのではないかと思われる。

なお，図版12Aに示したように，破片左には長軸18罵震，短軸1211111, 深さ 7111111の庄痕があ

る。文化庁の小林達雄氏の教ホにより， これが［クルミ」であることが判った。図版の右に

示したのは，この圧痕の粘土板による陽像である。 （上野 秀一）

第2号ピット （第19図，図版12B)  

壊口153X94cm, 遺構確認面からの深さ91cmの略々長方形のヒ゜ットである。輪郭は不明

瞭であるが，立上りは急頼斜である。北東部の暗には，深さ40cm位の所に段がついており，

南西壁の上部 4~50cm迄は軟らかい。底面は，平らでしっかりしている。

層準は，第 I肘，暗茶褐色土屑であるが，攪乱の可能性がある。第1I,m層は，各々黒
色土層，黒褐色土層で，共に地山の火山灰を含むがm囮の方が多い。第N, V層は，各々
暗灰褐色士層，暗灰褐色火山灰質士屑で，前者には若干の黒色士を含んでいる。第Vl'VII

層は，各々灰褐色火山灰質土層，赤褐色火山灰質t層で，極めて地山に近い層であるが，地

山よりは軟らかいo VIl層には，鉄分が少し沈着して堆積している。第瀧層は，黒灰色土層

で，底面に密着して堆積している。第k眉から第XII層は，地山である。各々明灰褐色粘

火山灰層，鉄分を少し沈着した褐色火山灰層，黒赤褐色砂鉄囮，灰色火山灰層である。

このビットからは，底面に小ピットが 4個確認されている(SP-1~SP-4)。その内 3

個は，中央に一列に並んでおり， もう 1個は北東側の壁よりにある。すべて，断面形が円

形で，先細りする。 SP-3, SP-4は，略々直すぐに打ち込まれているが，SP-1とSP-2

は少し北側に頼いて打ち込まれている。深さは， 15~20cm程である。内容物は，すべて

灰茶褐色士層である。これらの小ピットの大合さ，断面形から推して，工具を用いて掘り

込まれたものではなく，直接先細りの棒状のものを打ち込んだものと思われる。

遺物は一切検出されなかった。 （上野 秀一）

第 2表 S 239遺跡第 2号ピット小ピット一覧表

番号 形 態 大きさ 深 さ 内 容 物 備 考

S P-1 丸 5X5C1l! 19 cm 暗灰茶褐色土 少し北側に傾斜

S P-2 丸 5.5X5.5 1 65 ff II 

S P -3 丸 4X4 22 ” 
SP-4 略丸 4.5X5 I 3 II 
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第 19図 s 239遺跡第 2号ピット実測図
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第2章発掘区出t遺物

第 1節士 器 （第20図，図版13A) 

器片の発見数が，極めて少ないので一括して説明する。

lは， LRの撚りの細い縄文地に，横走する三角形の断面形をもつ細貼付文を施こし，

その上に刻目がある。貼付部の周囲は磨り消されている。器岸 5~61111llで，色調は，褐色

で，胎土には，細砂を含むが縄文土器に通例みられるサンドイッチ状の炭化層がない。

2~6は，口紺部破片である。 2は，小突起部分の破片で半載竹管の内面を押しつけ連

続刺突した文様が，二段観察出来る。肥厚帯を有する。色調は，褐色で，胎土に小礫及び

繊維を含む。 3は，口唇部を欠狽するが， LRの地文の上に幅広の貼付帯を横還させ，こ

の上に半戟竹管の背面を利用した連続刺突文がある。焼成は，非常によく，硬く，胎土に

は，小礫と繊維を含む。色調は，赤褐色である。 4は，口唇部上及び口唇部直下に，平箆

による連続刺突文が施こされた例である。表裏に縄文が施されているが，小破片のため判

然としない。色調は暗灰褐色で，胎土には，細砂を若干含む程度で，繊維は含まない。 5

は，円形剌突文がある例で，表裏にLRの節の大合い縄文が，表は，横方向に，裏は縦方

向に回転して施文している。口唇部は欠担する。色は，暗灰褐色である。 6は，波状口縁

部分の破片で，地文は観察されず，表裏共に滑沢に整形している。

している。胎上には，細砂を含み，色調は灰褐色である。

も，平坦に整形

7 ~ 16は，胴部片である。 7~ 11は，節の大きい斜行縄文が施されている。 7には，裏

面にも同様の文様がある。色調は， 7~ 10が赤褐色， 11は灰色である。共に細砂と繊維を

含んでいる。 12は，撚糸文が施された土器で， 13と14は，結節のない羽状縄文が施された例

である。共に色調は，褐色で， 14のみ胎士に繊維を含んでいる。 15と16は，節の小さい斜

行縄文が施された例である。各々，色は灰褐色，灰茶色で，多くの細砂を含む。 15には，

繊維を若干含んでいる。共に，焼成はよく，堅緻である。

17は，底部片である。軽い張り出しかある。色は，灰褐色で，胎土に小礫と繊維を含む。

（上野秀一）

第 2節石 器（ 1図，図版13B) 

つとう 6点みつかっている。全例 ある。

1は，有茎石鏃である。尖頭部の幅と高さは，ほぼ等しい。 2は，円形掻器に類するも

のである。表面上部にある素材面も，裏面の一次剥離面もポジティプである。打面は裏面

右側の面で，ここより，かなり鋭角（打角 138°)に打摯を加えている。打点及び打面上に

はパンチ・ホールの痕が 3個認められ，間接打法で剥取されたものと思われる。 3は，縦
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長剥片を素材にして，周辺に二次加

工を施している。 I音部は欠損する。

全体に焼けている。 5も同様の例で，

バルブ付近に二次加工を施こしてい

る。 卜心部は欠損する。 4と6は，縦

長剥片である。 6には，使用痕と思

われる不規則な小剥離痕が，刃縁に

認められる。 （上野 秀一）
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第21図 s 239遺跡発掘区出土石器実測図
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第3章 総 括

患

第 1節 ヒ°ットについて

本遺跡で認められた 2個のピットは，形態および土層堆積状態においてきわめて類似し

たもので，同様な性格をもったピットであることがわかる。

共通項を概述すれば以下の如くである。平面プランが，ほぽ長方形を星し，深さが91CIII 

で深い。層の堆積状態は，底面について有機物を多く含む腐植土が水平に薄く堆積し，こ

の卜に．地山に近い士眉があり，漸移的に，黒色士の含む率を増し，塙口部付近は，黒色

士圏である。また， ピットの上部堅の一部に段がついて塙がっているが，これは墜及び渡

口のかたが崩れたためであり，この崩土が堆積したものが，壊内から壊底近くまで堆積し

ている地山に近い土層と思われる。以上の事実は， これらのヒ°ットが．墟口部分が崩壊す

るまで，放置されていた一―ー墳墓と違って，一度に埋められたのではないことをホしてい

るものと思われる。上にある黒色士屑は，この崩士の上に自然堆積したものであろう。遺

物は，第 1号ピットの覆土から士器片 1点を得たのみである。

この種のピットに関しては，最近横浜市霧ケ丘遺跡の報告（霧ケ丘遺跡調査団編1973)

において，詳細な研究が行なわれており， I陥穴（おとし穴）」として使われたのであろ

うと結論されている。このビットに関しては， 「溝状遺構」（河野•藤本1961), 「Tヒ°

ット」（森田1969). 「長楕円形土壊」（谷井編1973)など様々な呼称があいまた他の

ビットないし遺構とは分離して「特殊遺構」（千代編1974)という表現を用いている例も

ある。

道内においてこの種のピットが検出されたという報告には，古く静内郡静内町御殿山遺

跡の第 3 次発掘調査（河野•藤本 1961) における例があり，その後三石郡三石町覺舞台地

遺跡（中村1970)，函館市函館空港（森田1969)，亀田市西桔梗遺跡（千代編1974)，松

前郡松前町江良大津遺跡B地点（斉藤・氏江1974)，恵庭市上島松遺跡（佐藤・山田1974)

などがある。なお，青森県J・-．北郡六ケ所村発茶沢遺跡（北林編1974)，同千栽遺跡（青森

県教育委員会編 1974)にても検出されている。また，管見の範囲では，関東及び中部地方

では，約15遺跡を数える。ただ似向として，関東及び中部地方では，長方形の例が多いの

に比べ，道内では，挟長な長楕円形の例が多いという事実は指摘できる。

この種のピットに関しては，霧ケ丘遺跡の報告の中で，種々の角度から検討されている。

それを要約すると，以下の如くである。

(I) 立地は，頼斜地では数は少ないという以外に，あまり立地について制約，好みはな

し‘
゜

(2) 長軸方向は，土壊の長軸は多くの場合，等高線と直角方向，すなわち領斜の方向を
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とるが，谷状の窪地の周辺では，その谷の方向に引かれる。

(3) 士樅堆積は，底面直上には厚さ 5C/11ほど黒色士が水平に堆積している。そのLには，

ソフトロームに近い掲色士が流れ込んだような状況で存在し，この士は歴に沿って貼

りついたように見られる。それより Lは， ソフトロームに近い褐色士，禍色士，黒色

士などが相互に入り混りながら順次流れ込んだような堆積を示すが， ド部ほど掲色士

の占める割合が多く，上部ほど黒褐色士の占める割合が多い。

(4) 士壊は，形態から隅丸長万形，長楕円形，円形に分けられ，底部施設の有無で更に

各々は細分される。

(5) 年代は，縄文後期以前で，縄文早期後半位に比定できる。

(6) 対象となった動物は，猪とか鹿で，兎，狸，狐などでもあったろう（今村1973)。

以上の事実は，多くの点において，本遺跡のビットと類似することがわかる。 (2)の長軸

方向の問題は，本遺跡例においても，等高線に直交し，長軸の一端は，谷を向いている。

しかも 2個しかみつかっていないが，両者は並列している。 (3)の士壊堆積は，全く同ーであ

る。 (4)の形態に関しては， Aないし B型に属し，底部施設は，第 2号ヒ°ットで認められた。

(5)の年代に関しては，縄文中期後半位に比定される可能性が高い。以Lの内，年代を除い

ては，全くよく一致している。このことは，本遺跡のヒ°ットが「陥穴」である可能性を指

摘できるであろう。

ところで， この種のピットが陥穴であったという説は，具体的な資料の提示に乏しかっ

たが，すでに碩良信夫によって強調されている（直良1965, 1968)。氏は，住居の周辺

あるいはその近傍に単独に掘られている溝や穴が，クマ，オオカミといった野獣の襲来を

防ぎ，あるいはまたイノシシやキツネ， タヌキ， アナグマなどを捕獲する目的で，獣の通

路に掘られた陥穴であったろうという。そこで想定されている陥穴は，その上部を草木な

どで擬装し，見た目には周囲の地表と何ら変らぬように見せかけたものである。

本遺跡において見出された 2つのピットが陥穴といったものであったとして，それが上

部に擬装を施したものなのか，それともむき出しのまま使用されていたのか，その点につ

いては，調査の時点においてついに明確な結論は得られなかった。 ・
それにしても，例えば細長い溝状のピットが一連の配慨をもって掘られているような場

鼻

合には，多数の人間や犬が獲物を狩り出し，追い詰めるといったような積極的な狩猟の存

在も想定しえようし，その際には，溝状のヒ°ットがそれぞれむき出しのままでも十分その

効果を発揮しえたのかも知れない。

だが，本遣跡例のように， 2つのヒ°ットが50m程の距離を隔てて位猶し，ピットの長径

もそう長いものではないといったあり方からは，大勢で狩り出し，追い詰めるといった積

極的な狩猟のために，これらのヒ°ットが掘られたのだとは考え難い。これらが陥穴である

ならむしろ，たまたま通りがかった獣が捕獲されることを期待して，掘ったのだと考えた
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方がより自然であろう。また，この 2つのヒ°ットにはさまれる地帯に住居が存在した形跡

は乏しく，猛獣の夜襲を恐れる心が，これらのヒ°ットを掘らせるに至ったというわけでも

なさそうである。

かつて 札幌市周辺には ヒグマ エソンカ，エゾオオカミ，キタキツネ，エゾリス，

工ゾノウサギ，工ゾタヌキ，エゾイタチ， エゾモモンガなどの獣類が生息していた（札幌

市史編集委員会1958)。とりわけエゾシカの生息は数多く（犬飼1952)，地名にもシカに

ちなんだものが知られている。（註）

（註）

札幌市近効の鹿にらなんだ地名には．豊平川筋にYuk-ni畑ri（鹿林） （現在の札幌市山鼻）という地名が

あり．フシュコサッポロ川筋にはYuk-mindara（鹿庭） （現在の札幌市雁来）という地名がある。また，芦

別川筋には， Sandarotkihi (鹿を下す処）という地名もある（永田1972)。

なお，イノシシは北海道には生息しなかったと考えられている（犬飼1960,金子1971)。

札幌市周辺に生息していたこれらの獣類を捕獲対象とする陥穴が存在したものと考える

と，それは

ろう。

ために冬期間は役立たず，恐らくは春から秋にかけて利用されたのであ

いずれにせよ，この 2つのビットが獣の捕獲を目的に掘られた陥穴であるという確証は，

現在必ずしも得られているわけではない。この種のピットの性格に関しては，今後より多

角的な視点から解明がはかられるべきであろう。 （上野 秀一・高橋 和樹）

第 2節遺物について

まず，土器群については，基本的に 3群に分けられる。

第 1群は，第20図 1に示した例で，所謂「東釧路llI式」（河野・沢ほか1962) に比定

されるが，刻目を施こした細隆起線があるところから，沢（沢1969)のいう仮称「コッタ

ロ式」に類似する。従って，縄文早期末葉に位骰するものである。

第2群は，本遺跡で最も多く同図 2~ 5, 7 ~ 1 4, 1 7に示したもので，小突起を有し，
には肥厚帯があって， このJ:及び口唇部上に，平箆による連続刺突文が施こされ，

この肥厚帯の下には，円形刺突文が横還する。地文は，節の大きい斜行縄文，羽状縄文が

施され， の口唇部直下にも同様なものが施文される例である。

以上の特徴からこの仲間は， トコロ第 6類（駒井編1963)に対比出来る。即ち縄文中

期後半に位梢する。第 1号ヒ°ットの覆士から出士した 1片の胴部片もこの仲間かと思われ

る。

第 3群は，同図 6, 15, 16に示したもので，特に 6は，船泊上層式（児玉・大場1952)

から手稲式（大楊•石川 1956)の鉢形土器にみられる波状口縁部分の破片であろう。 15,

16は，この種の胴部片であろう。即ち，縄文後期中葉に属するものである。
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石器に関しては，好資料がないため判然としないが，第21図 1は，札幌市白石区白石神

社遺跡の報告（加藤・上野・羽賀1973)において，第 1- 2類としたもので，縄文後期の

手稲式，御殿山式土器に共伴することが多いものである。なお，同図 2の資料は，パンチ

・ホ---:)レが観察出来る資料で，台石打法で剥片を剥離している。 （上野 秀一）

第 3節遺跡の性格と時期

以上各項目に亘って説明して来たが，本遺跡の出士土器は，縄文早期末・中期後半・後

期中葉の資料である。その内，主体となるのは，縄文中期後半（トコロ第 6類）である。

おそらく，縄文中期後半から後期中葉に営なまれた遺跡であったろうと思われる。

本遺跡は，遺物の出土量が僅少であり，士器においては，その個体数も極めて少ない。

また，みつかった 2個のヒ°ットは， 「陥穴」として利用されたことが，ほぼ諒解される。

おそらく，本遺跡は，その性格として住居地域ではなく「猟場」であったものと思われる

のである。

その意味で，縄文時代における

＾
 

ことであろう。

間の利用のしかたを示す好例として，注目される

（上野秀一）

． 
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図版 1
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A S238遺跡遠景（東南より）

゜

B 5238遺跡第 1号ピット



図版 2

A S 238遺跡第 5号，第13号，第14号，第21号，第22号ピット
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B S 238遺跡第 9号ピット



図版 3
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A 5 238遺跡第10号ピット

ヽ

B S 238遺跡第11号ピット



図版 4
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A S 238遺跡第12号ピット
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B S 238遺跡第19号ピット



図版 5
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A S 238遺跡第20号ピット及び第13号焼土

a
 

B S 238遺跡第23号ピット



図版 6

ぢ

A S 238遺跡第9号焼土

B S 238遺跡第10号焼土



図版 7

゜
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A S 238遺跡第11号焼土

B S 238遺跡磨製石斧出土状態



図版 8
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ゾ

A S238遺跡発掘区出土土器

B S 238遺跡発掘区出土石器



図版 9
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A S239遺跡遠景（北西より）

B S 239遺跡遠景（南西より）



図版 10

{ヽ

A S 239遺跡発掘風景(I)

., 

B S 239遺跡II-D-13区南西壁セクション



図版 11

． 

A S239遺跡第 1号ピット（西より）

B S 239釦祢第 1号ピットセクション（北西より）



図版 12

(x 1.8) 

A S 239遺跡第 1号ピット出土土器（右：陽像）

ヽ

B S 239遺跡第2号ピット（南東より）



図版 13

｀
 

彎
‘
 

A S239遺跡発掘区出土土器

B S239遺跡発掘区出土石器



図版 14

A S239遺跡発掘風景(2)

B S 239遺跡発掘風景(3)
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